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本日のアジェンダ

1. マテリアリティの設定

2. 長期投資家とのエンゲージメントの実際

3. ESG 重点開示テーマ

4. ESG と企業価値の実証研究

5. 医薬品アクセス向上への取り組み

(紹介ビデオ)
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マテリアリティの設定



企業理念“hhc”を定款に明記
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“hhc”に依拠したビジネスモデル
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*1 Enlightened Value Maximization Theory, Michael C. Jensen, 2001)
*2 SASB:Sustainability Accounting Standards Board（サステナビリティ会計基準審議会）。合理的な投資家にとってのマテリアリティを業種別に特定し、

サステナビリティの開示基準を開発している米国の非営利民間団体
*3 持続可能な開発目標（SDGs）:2015年9月の国連サミットで採択された、持続可能な開発のための2030アジェンダにおいて掲げられている国際目標

マテリアリティの設定プロセス

 全てのステークホルダーズの皆様の満足を企図して持続的に
企業価値を最大化するためには、企業理念の「使命と結果」の
考え方からも、残余利益の受益者としての長期投資家に
フォーカスすることが効率的*１
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エーザイのマテリアリティ・マトリックス
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長期投資家とのエンゲージメントの実際



ESG訴求型ＩＲ活動の展開

 ＥＳＧに特化した機関投資家や、ＥＳＧ担当ファンドマネー
ジャー、コーポレートガバナンス評価担当者との対話を積極的
に実施

 企業価値創造のストーリーを訴求するツールとして、財務情報
と非財務情報を統合的に解説する統合報告書を製作・発行し、
統合報告書意見交換会を開催

 統合報告書に限らずwebサイトの充実とＥＳＧ投資家用説明
資料を活用して、ＥＳＧ推進活動（特に医薬品アクセス）が持
続的かつ中長期的な企業価値創造に繋がることを訴求

 フルコンプライしているコーポレートガバナンス・コードに加え、
社外取締役と投資家との対話を促進、エンゲージメントやコー
ポレートガバナンスの更なる強化をめざす
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エンゲージメントのテーマと対応ツール

• 企業理念（社会的価値と経済的価値）、マテリアリティ

• 中長期経営ビジョン

• 中長期ROEとエクイティ・スプレッドの現状と目標

– ROEの現状と中長期的目標値

– Margin, leverage, turnoverの目標と改善策

– 資本コストの前提

– 資本コストの低減策

• 最適資本構成

– 最適現金保有レベル

• 株主還元の目標と根拠

• 投資採択基準

• コーポレートガバナンス

• ESG/CSR等の非財務情報

• 決算発表・学会発表等のより詳細な取り組み

統合
報告書

ＣＦＯ
ポリシー

ＥＳＧパッケージ

ＩＲフルパッケージ、Ｑ＆Ａ集
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主なエンゲージメントツール

Eisai IR Package 約250ページ
あらゆる取材対応が可能
内容：決算説明会、インフォメーションミーティング、学会発表

Eisai ESG Package 約50ページ
ESG投資家向け
内容：企業理念、医薬品アクセス、人財戦略、ガバナンス

CFOポリシー 約30ページ
財務戦略のディスカッション向け
内容：中長期ROEとエクイティ・スプレッドの現状と目標、資本コストの前提、

株主還元の目標と根拠、投資採択基準

配当政策の補足説明 約10ページ
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決算発表Q&A集、スライドの一例

決算発表Ｑ＆Ａは約360ページ
ＩＲ部とＰＲ部で分担して作成
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ESGパッケージの内容
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CFOポリシーの内容
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投資家との対話イベントの充実

 統合報告書意見交換会

 2016年より継続開催

 100名弱の機関投資家、メディア
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 機関投資家と社外取締役との意見交換会

 2018年より継続開催

 50名超の機関投資家



ESG 重点開示テーマ



統合報告書2020のポイント

経営戦略としてのESGへの取り組み
ESGをESGだけでは終わらせない企業価値向上への取り組みの記載

P.51 CFO対談「ESG 見えない価値の見える化への挑戦」
P.58 経営戦略のための非財務資本
P.61 SDGs達成への取り組み

事業のみならずESGのSWOT分析を記載
P.59 SWOT分析（ESG編）

エーザイの取り組みに対する社外からの客観的な評価
企業理念の歴史と取り組みへの野中郁次郎先生からの評価

P.5   エーザイの原動力 hhc理念

認知症連携協定を締結している自治体からの評価
P.34 認知症エコシステムの取り組み

エーザイとのパートナリングに対する主なパートナー（バイオジェン、メルク）からのメッセージ
P.44 戦略的パートナーシップ

働き方改革やデジタル人財、ダイバーシティ等の人財戦略
P.69 人財イノベーション戦略

次世代認知症治療薬開発におけるエーザイの強み
P.23 次世代認知症治療薬開発の進展
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知識創造理論SECIモデルと「共同化」の重要性

企業理念を日々のビジネス行動に結び付けるメカニズム

イノベーションはSECIスパイラルで起こる
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患者様の「憂慮」に基づく戦略

共感
(Empathy)

憂慮の
抽出

憂慮への
戦略

戦略の
実行
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人財育成と企業価値の創出

グローバル人財の定義：
世界中のどこにいても、時空を超えてあらゆる人々とつながり、信頼関係を築き、いかなる変
化にも適応し、継続してイノベーションを創出するボーダレスな人財

就業時間の１％を
患者様とともに過ごす（共同化）

ｈｈｃ理念への
共感

挑戦機会の充実
自信とプライドの養成
グローバル人財の育成

イノベーション創出への
強い動機づけ

顧客満足の向上

企業価値の拡大と
社会的貢献の増大

エンゲージメントの向上

エンゲージメントサーベイ（日本）：
総合スコア74点（全業界平均＋3点）
ビジョンへの共感83点（同＋9点）

更なる挑戦機会と
自己成長
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医薬品アクセス向上への取り組み
ーリンパ系フィラリア症制圧に向けてー
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医薬品アクセス向上への取り組みを通じた
社会課題の解決および企業価値創造
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ESG と企業価値の実証研究



エーザイのESGのKPIとPBRの正の関係
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エーザイのESGと企業価値の実証研究
感応度分析（信頼区間95%における平均値試算）
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統計的に有意なESG KPIと
マテリアリティ・マトリックスの整合性

25
出所：アビームコンサルティング社の協力を得て柳作成
「CFOポリシー」中央経済社（2020）を一部改編



医薬品アクセス向上への取り組み

(紹介ビデオ)



リンパ系フィラリア症制圧に向けた
10年間のあゆみ
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https://www.eisai.co.jp/sustainability/movie/index.html

